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二
月
末
、
公
益
財
団
法
人

か
み
や
美
術
館
の
分
館

「
南
吉
の
家
」（
半
田
市
平
和
町

七
丁
目
）
で
行
わ
れ
て
い
た
修

復
工
事
が
終
わ
り
、
三
月
か
ら

公
開
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
南
吉
の
家
」は
、大
正
十
年
、

新
美
南
吉
が
八
歳
で
養
子
に
出

さ
れ
、
五
か
月
ほ
ど
の
間
、
継

祖
母
の
志
も
と
二
人
き
り
の
生

活
を
お
く
っ
た
新
美
家
（
実
母

り
ゑ
の
実
家
）
の
家
屋
で
、
童

話
「
小
さ
い
太
郎
の
悲
し
み
」

や
小
説
「
川
」〈
Ａ
〉
な
ど
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

志
も
の
死
後
、
し
ば
ら
く
空

（写真）　茅葺屋根が葺き替えられたばかりの「南吉の家」

青空に輝く茅
か や ぶ き

葺屋根
公益財団法人かみや美術館分館「南吉の家」

修復工事完成

き
家
に
な
っ
て
荒
れ
果
て
て
い

ま
し
た
が
、
弁
護
士
で
後
に
か

み
や
美
術
館
を
設
立
し
た
故
神

谷
幸
之
氏
が
買
い
取
っ
て
修

復
、
南
吉
没
後
三
十
年
の
昭
和

四
十
八
年
か
ら
公
開
を
始
め
ま

し
た
。
田
の
字
型
に
部
屋
を
配

置
し
、
ニ
ワ
と
呼
ば
れ
る
土
間

を
広
く
と
っ
た
伝
統
的
な
農
家

建
築
で
、
半
田
市
の
有
形
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
の
台
風
十
八

号
で
茅
葺
屋
根
が
破
損
し
て
い

ま
し
た
が
、
岐
阜
県
白
川
郷
か

ら
招
か
れ
た
職
人
た
ち
に
よ
っ

て
二
十
日
余
り
か
け
て
葺
き
替

え
ら
れ
ま
し
た
。
使
用
し
た
茅

は
こ
の
た
め
に
栽
培
し
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。
瓦
も
す
べ
て
外

し
、
一
枚
一
枚
磨
い
て
か
ら
元

に
戻
さ
れ
ま
し
た
。
歪
ん
で
い

た
軒
や
傷
ん
で
い
た
板
壁
部
分

も
補
修
さ
れ
、
銅
製
の
雨
ど
い

も
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
誕
百
年
没
後
七
十
年
を
前

に
美
し
く
よ
み
が
え
っ
た
「
南

吉
の
家
」（
養
家
）
を
ぜ
ひ
訪

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
家
屋
内
部
と
裏
に
あ
る
土
蔵

の
資
料
館
を
見
学
す
る
た
め
に

は
予
約
と
入
場
料
（
三
百
円
）

が
必
要
で
す
。　
　

か
み
や
美
術
館　

電
話
〇
五
六

九
―
二
九
―
二
六
二
六
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記
念
出
版
も
ぞ
く
ぞ
く

い
た
ず
ら
子
狐
が
お
出
迎
え

新
美
南
吉
記
念
館
の
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
第
一
弾

　

伝
記
、
英
訳
、
絵
本
…
、
新

美
南
吉
生
誕
百
年
に
向
け
た
記

念
出
版
の
数
々
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
い
ず
れ
も
新
美
南
吉
記
念

館
で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
新

樹
社
の
絵
本
は
全
国
の
書
店
で

購
入
で
き
ま
す
。

『
新
美
南
吉
の
生
涯
』

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
弘
著 

　
　
　
　
　

税
込
二
一
〇
〇
円

　

常
滑
市
在
住
の
元
教
諭
で
南

吉
研
究
家
の
吉
田
弘
さ
ん
が
自

費
出
版
し
た
南
吉
初
の
本
格
的

伝
記
。
南
吉
の
生
涯
と
創
作
活

動
を
、
日
記
、
手
紙
、
作
品
な

ど
も
織
り
込
み
な
が
ら
、
詳
し

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「S
o
r
r
o
w
 
o
f
 
a
 
S
n
a
i
l
-

で
ん

で
ん
む
し
の
か
な
し
み-

」

　
　
　
　
　

蜂
須
賀
幸
路
他
訳

　
　
　
　
　

石
川
靖
子
他　

絵

　
　
　
　
　

税
込
一
五
〇
〇
円

　

童
話
「
で
ん
で
ん
む
し
の
か

な
し
み
」「
赤
い
ろ
う
そ
く
」

と
詩
「
天
国
」
の
三
編
を
収
め

た
英
訳
絵
本
。
企
画
・
出
版
し

た
半
田
国
際
交
流
協
会
で
は
、

「
絵
本
を
参
考
に
し
て
、
半
田

の
子
ど
も
が
外
国
人
に
英
語
で

南
吉
童
話
を
紹
介
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

「
で
ん
で
ん
む
し
の
か
な
し
み
」

　
　
　
　
　

税
込
一
二
六
〇
円

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

　
　
　
　
　

税
込
一
四
七
〇
円

　
　

鈴
木
靖
将
絵
・
新
樹
社
刊

　

新
樹
社
（
東
京
）
に
よ
る
新

美
南
吉
生
誕
百
年
記
念
絵
本
シ

リ
ー
ズ
の
第
一
弾
と
第
二
弾
。

い
ず
れ
も
万
葉
集
を
テ
ー
マ
と

し
た
創
作
で
知
ら
れ
る
滋
賀
県

在
住
の
日
本
画
家
、
鈴
木
靖
将

さ
ん
が
絵
を
手
掛
け
て
い
ま

す
。
丁
寧
な
自
然
描
写
と
愛
嬌

の
あ
る
表
情
が
特
徴
的
で
、
こ

れ
ま
で
数
多
く
出
版
さ
れ
た
南

吉
絵
本
と
は
ま
た
違
っ
た
趣
と

魅
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
冊
の
絵
本
を
通
し

て
、
悲
し
み
の
中
に
も
生
き
る

勇
気
を
見
つ
け
て
も
ら
お
う

と
、
三
月
十
日
（
土
）
か
ら
約

二
週
間
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
あ
る
福
島
県
南
相
馬
市

や
会
津
若
松
市
で
原
画
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

鈴
木
さ
ん
が
希
望
者
の
似
顔
絵

を
描
い
て
、
被
災
し
た
方
々
を

励
ま
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

昨
年
十
月
、
新
美
南
吉
記

念
館
で
は
、
館
内
の
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
愛
ら
し
い
子
狐

の
人
形
を
取
り
つ
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
小
さ
な
お
子
様
に
も

記
念
館
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
新
美

南
吉
生
誕
百
年
に
向
け
た
展
示

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
第
一
弾
と
し

て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

新
美
南
吉
記
念
館
に
は
、
幼

児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
毎
年

五
万
人
を
超
え
る
方
が
訪
れ
ま

す
。
し
か
し
、実
際
の
と
こ
ろ
、

ま
だ
字
の
読
め
な
い
小
さ
い
お

子
様
は
、
ほ
と
ん
ど
展
示
が
理

解
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
お

子
様
連
れ
の
ご
家
族
に
も
、
家

に
帰
っ
て
「
南
吉
さ
ん
の
記
念

館
、
楽
し
か
っ
た
ね
」「
小
学

生
に
な
っ
た
ら
ま
た
行
こ
う

ね
」
と
会
話
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
記
念
館
に
、
こ
の
子
狐

た
ち
が
し
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

子
狐
た
ち
は
合
計
六
匹
で
、

入
口
の
天
井
付
近
や
中
庭
な

ど
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い
場
所

に
い
ま
す
。
ふ
と
し
た
拍
子
に

気
付
く
お
客
様
を
驚
か
そ
う
と

隠
れ
て
い
る
の
で
す
。
で
も
、

一
人
で
六
匹
全
部
を
見
つ
け
る

の
は
よ
ほ
ど
小
さ
な
お
子
様
で

な
い
と
無
理
な
ん
で
す
。（
と

い
う
よ
り
見
つ
け
た
ら
問
題

…
）
ど
う
し
て
か
っ
て
？　

そ

れ
は
記
念
館
に
来
て
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
展
示
室
の
電
子

紙
芝
居
も
新
し
く
「
大
力
の
黒

牛
と
貨
物
列
車
の
話
」
に
替
わ

り
ま
し
た
。
手
動
再
生
で
液
晶

画
面
の
一
部
に
触
る
と
、
牛
が

鳴
い
た
り
小
鳥
が
飛
び
出
し
た

り
す
る
な
ど
、
こ
ち
ら
も
気
付

い
た
人
だ
け
が
楽
し
め
る
隠
し

ア
イ
テ
ム
が
仕
掛
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
に
は
、「
手

袋
を
買
い
に
」
に
登
場
す
る
帽

子
屋
の
原
寸
大
模
型
や
東
京
時

代
の
下
宿
部
屋
の
再
現
な
ど
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
（
十
二
月
に
一
時
休
館

予
定
）。
生
誕
百
年
の
一
月
に

は
、
さ
ら
に
楽
し
く
魅
力
的
な

記
念
館
に
な
っ
て
皆
様
を
お
迎

え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
半
田
と
女
学
校

教
諭
と
し
て
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
た
安
城
。
南
吉
ゆ

か
り
の
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
、
南

吉
童
話
の
世
界
を
描
い
た
大
型

壁
画
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
三
月
十
日
（
土
）
に

除
幕
式
が
行
わ
れ
た
社
会
福
祉

法
人
半
田
同
胞
園
（
半
田
市
栄

町
）の
陶
壁「
新
美
南
吉
の
詩
」。

三
十
セ
ン
チ
四
方
の
陶
板
八
十

枚
で
構
成
さ
れ
る
縦
一
・
二

メ
ー
ト
ル
、
横
六
メ
ー
ト
ル
の

愛
知
県
を
中
心
と
し
た
中

部
圏
に
向
け
て
放
送
さ

れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
局
、
Ｆ
Ｍ
Ａ

Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
（
株
式
会
社
エ
フ
エ

ム
愛
知
／
８
０
・
７
メ
ガ
ヘ
ル

ツ
）
で
四
月
か
ら
新
美
南
吉
の

詩
を
朗
読
す
る
番
組
が
始
ま
り

ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
「
南
吉
の
つ
ぶ
や

き
」と
題
さ
れ
た
こ
の
番
組
は
、

同
局
の
新
美
南
吉
生
誕
百
年
事

業
と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

放
送
は
毎
週
土
曜
日
の
朝
七
時

二
十
分
頃
か
ら
の
五
分
間
（
ワ

イ
ド
番
組
「
サ
タ
デ
ー
エ
ク
ス

プ
レ
ス
」
内
）
で
、
来
年
三
月

ま
で
五
十
回
以
上
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

朗
読
は
、
東
海
地
方
で
活
躍

す
る
役
者
や
劇
団
員
が
月
替
わ

り
で
担
当
し
、
単
な
る
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
な
い
、
味
わ
い
の

あ
る
語
り
を
目
指
し
ま
す
。
企

画
し
た
構
成
作
家
の
髙
橋
真
裕

美
さ
ん
は
、「
南
吉
の
〈
言
葉
〉

と
朗
読
者
の
〈
声
〉、
二
つ
の

力
を
併
せ
、
聴
く
人
に
無
限
の

イ
メ
ー
ジ
を
届
け
る
ラ
ジ
オ
な

ら
で
は
の
番
組
に
し
た
い
。
一

年
を
通
し
て
取
り
あ
げ
る
こ
と

で
、
地
元
の
作
家
で
あ
る
新
美

南
吉
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
機

会
に
な
る
と
思
う
。」
と
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　

＊

〈
４
月
の
放
送
予
定
〉

7
日　
「
貝
殻
」

14
日　
「
窓
」「
ひ
か
る
」

21
日　
「
春
風
」

28
日　
「
春
の
電
車
」

朗
読
・
榊
原
忠
美（
劇
団
ク
セ
ッ

ク
Ａ
Ｃ
Ｔ
）

 

Ｆ
Ｍ 

Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

南
吉
の
詩
を
毎
週
放
送

街を彩る
南吉童話の世界

～半田同胞園・安城駅前商店～

大
画
面
の
中
に
は
、
楽
し
げ
に

歩
く
狐
の
親
子
を
中
心
に
、
ラ

ン
プ
、
牛
、
新
美
南
吉
記
念
館

な
ど
が
立
体
的
か
つ
色
鮮
や
か

に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
画

は
同
胞
園
近
く
に
住
む
洋
画
家

志
賀
源
吾
さ
ん
が
描
き
、「
常

滑
陶
彫
会
」
の
メ
ン
バ
ー
（
上

写
真
）
が
約
一
年
を
か
け
て
制

作
し
ま
し
た
。

　

同
胞
園
は
、
戦
争
で
夫
を

失
っ
た
母
子
を
支
援
す
る
施
設

と
し
て
昭
和
十
九
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
、
母
子
支
援

施
設
と
保
育
所
を
改
築
す
る
こ

と
に
な
り
、
記
念
に
園
の
子
ど

も
と
地
域
の
方
に
親
し
ん
で
い

た
だ
け
る
も
の
を
と
考
え
、
地

元
の
作
家
で
あ
る
新
美
南
吉
の

世
界
を
隣
町
の
常
滑
の
焼
き
物

で
表
現
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

一
方
、
安
城
で
は
、
Ｊ
Ｒ
安

城
駅
前
の
御
幸
商
店
街
と
セ
ン

ト
ラ
ル
商
店
街
で
、
七
店
舗
の

外
壁
な
ど
計
八
か
所
に
南
吉
や

そ
の
作
品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

絵
が
描
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
を
目
的

に
愛
知
県
が
行
っ
た
事
業
で
、

昨
年
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）

に
完
成
披
露
式
典
と
記
念
朗
読

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

安
城
高
等
女
学
校
で
の
教
諭

時
代
、
南
吉
は
通
勤
の
た
め
に

安
城
駅
前
の
通
り
を
毎
日
歩
い

て
い
ま
し
た
。
周
辺
に
は
、
今

回
、絵
が
描
か
れ
た
文
具
店「
博

文
堂
」
や
料
亭
「
吉
野
屋
」
な

ど
、
南
吉
の
日
記
に
登
場
す
る

店
も
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

喫
茶
「
巳
松
」
で
は
、
本
を

読
ん
で
い
る
南
吉
像
や
「
花
の

き
村
と
盗
人
た
ち
」
な
ど
安
城

時
代
に
書
か
れ
た
童
話
の
世
界

が
東
西
両
面
の
壁
い
っ
ぱ
い
に

描
か
れ
ま
し
た
（
下
写
真
）。

こ
こ
は
四
月
か
ら
南
吉
を
テ
ー

マ
に
し
た
カ
フ
ェ
と
し
て
再
生

す
る
予
定
で
、
南
吉
フ
ァ
ン
に

と
っ
て
は
、
壁
画
巡
り
と
あ
わ

せ
て
第
二
の
ふ
る
さ
と
安
城
を

訪
れ
る
楽
し
み
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

生
誕
百
年
に
向
け
、
町
の
あ

ち
こ
ち
で
南
吉
童
話
の
世
界
と

出
会
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
、
よ
り
一
層
、
南
吉
が
地
域

に
愛
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
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社
団
法
人
日
本
児
童
文
学

者
協
会
（
東
京
都
新
宿

区
）
が
昨
年
三
月
か
ら
募
集
し

て
い
た
「
新
美
南
吉
へ
の
オ

マ
ー
ジ
ュ
書
き
下
ろ
し
作
品
」

の
入
選
作
品
が
決
定
し
、
協
会

の
機
関
誌
『
日
本
児
童
文
学
』

二
〇
一
二
年
三
‐
四
月
号
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
南
吉
を
書
こ
う
」と
銘
打
っ

た
こ
の
企
画
に
は
、
詩
一
編
を

含
む
五
十
八
編
が
応
募
さ
れ
ま

し
た
。
オ
マ
ー
ジ
ュ
作
品
と

は
、
尊
敬
す
る
作
家
か
ら
影
響

を
受
け
て
創
作
さ
れ
る
作
品
の

こ
と
。「
手
袋
を
買
い
に
」
か

ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
「
タ
ン
ポ

ポ
サ
ラ
ド
」（
佐
野
橙
子
）
を

は
じ
め
、
入
賞
作
品
は
い
ず
れ

も
南
吉
作
品
へ
の
愛
情
に
溢
れ

た
作
品
ば
か
り
で
す
。

　
『
日
本
児
童
文
学
』
は
、
一

般
の
書
店
で
取
り
寄
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
発
売
：
小
峰

書
店　

定
価
一
〇
五
〇
円
）

生
誕
百
年
記
念
巡
回
展  

開
催

全
国
五
会
場
・
兵
庫
県
丹
波
市
か
ら
ス
タ
ー
ト

四
月
十
四
日
（
土
）、
兵

庫
県
丹
波
市
の
丹
波

市
立
植
野
記
念
美
術
館
（
電

話
〇
七
九
五
‐
八
二
‐

五
九
四
五
）
で
、「
新
美
南
吉

生
誕
１
０
０
年　

ご
ん
ぎ
つ
ね

の
世
界
」
展
が
開
幕
し
ま
す
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
平
成

二
十
五
年
の
新
美
南
吉
生
誕
百

年
を
記
念
し
、
半
田
市
・
半
田

市
教
育
委
員
会
・
毎
日
新
聞
社

ほ
か
の
主
催
で
全
国
五
か
所

（
現
在
の
予
定
）
の
会
場
を
回

る
巡
回
展
で
す
。

　

新
美
南
吉
の
巡
回
展
は
こ

れ
が
二
度
目
。
前
回
は
平
成
元

年
三
月
か
ら
二
年
半
を
か
け
て

全
国
を
回
り
、
十
四
万
人
以
上

に
観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

れ
以
来
で
す
か
ら
、
じ
つ
に

二
十
一
年
ぶ
り
の
巡
回
展
で
す
。

　

そ
の
間
、
平
成
六
年
に
は
新

美
南
吉
記
念
館
が
オ
ー
プ
ン

し
、
記
念
館
の
調
査
で
新
た
に

発
見
、
収
集
さ
れ
た
資
料
も
多

く
あ
り
ま
す
。
今
回
の
巡
回
展

で
は
、
そ
う
し
た
新
美
南
吉
記

念
館
以
外
で
は
初
公
開
の
資
料

が
い
く
つ
も
出
品
さ
れ
る
ほ

か
、
南
吉
が
着
た
背
広
や
最
初

の
単
行
本
『
良
寛
物
語　

手
毬

と
鉢
の
子
』
の
検
印
に
用
い
た

「
に
い
み
」
の
印
鑑
な
ど
、
記

念
館
で
も
普
段
は
展
示
さ
れ
て

い
な
い
貴
重
な
遺
品
類
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
第
一
童
話
集
『
お
ぢ

い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』
を
担
当
し

た
棟
方
志
功
や
、
現
代
日
本
を

代
表
す
る
絵
本
画
家
十
一
人
に

よ
る
南
吉
作
品
の
挿
絵
原
画
も

一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

　

新
美
南
吉
の
生
涯
と
作
品
世

界
を
、
豊
富
な
資
料
と
美
し
く

多
彩
な
原
画
で
堪
能
で
き
る
贅

沢
な
展
示
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

原
画
出
品
画
家

　

池
田
あ
き
こ
／
石
倉
欣
二
／

太
田
大
八
／
か
す
や
昌
宏
／
黒

井
健
／
篠
崎
三
朗
／
杉
浦
範
茂

／
高
野
玲
子
／
長
野
ヒ
デ
子
／

二
俣
英
五
郎
／
棟
方
志
功
／
渡

辺
洋
二
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

＜開催予定＞
●丹波市立植野記念美術館（兵庫県丹波市）
　平成 24年 4月 14日（土）～ 6月 17日（日）
●堺市立東文化会館（大阪府堺市）
　平成 24年 6月 30日（土）～ 8月 7日（火）
●北海道立文学館（北海道札幌市）
　平成 24年 9月 8日（土）～ 10月 21日（日）
●ジェイアール名古屋タカシマヤ（愛知県名古屋市）
　平成 24年 12月 26日（水）～平成 25年 1月 7日（月）
●静岡市美術館（静岡県静岡市）　　
　平成 25年 2月 23日（土）～ 3月 31日（日）
※開催日は変更されることもあります

「
南
吉
を
書
こ
う
」

　
　

入
選
作
品
発
表


